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定住自立圏形成協定を締結

先日行われた共生ビジョン懇談会の様子

　

２
月
１
日
、
厄
年
の
修
祓
式
が

八
森
地
区
は
白
瀑
神
社
で
、
峰
浜

地
区
は
峰
栄
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

白
瀑
神
社
で
は
、
数
え
の
42
歳

（
男
性
）
と
33
歳
（
女
性
）
が
、

人
を
形
取
っ
た
「
形
代
」
に
そ
れ

ぞ
れ
厄
を
移
し
、
神
事
で
お
は
ら

い
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
白

瀑
前
へ
場
所
を
移
し
、
記
念
撮
影

を
行
い
ま
し
た
。

　

峰
栄
館
で
は
、
42
歳
と
33
歳
が

合
同
で
厄
を
払
い
、
出
席
者
は
災

い
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
思
い
を
込

め
て
、
玉
串
を
捧
げ
ま
し
た
。
終

了
後
は
、
一
人
一
人
御
神
酒
を
拝

受
し
、
記
念
撮
影
を
行
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
峰
浜
・
八
森
地
区
で
は

そ
れ
ぞ
れ
、
数
え
60
歳
の
還
暦
年

祝
い
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
両
地

区
を
合
計
す
る
と
１
１
５
名
の
方

々
が
出
席
し
、
思
い
出
話
に
花
を

咲
か
せ
る
な
ど
、
に
ぎ
や
か
な

「
年
祝
い
」
と
な
り
ま
し
た
。

厄
払
い
・
還
暦
祝
い
を
開
催

人
生
の
節
目
に
無
病
息
災
と
健
康
長
寿
を
祈
願

真剣な表情で神事に臨みました（白瀑神社）

健康長寿を祈願（白瀑神社）

心身の健康を祈願（峰栄館）

今後の充実した人生を祈りました（峰栄館）

し
ゅ
ば
つ

か
た
し
ろ

Ｑ
定
住
自
立
圏
と
は
？

　

国
の
定
住
自
立
圏
構
想
に
基
づ

き
、
都
市
機
能
を
持
つ
「
中
心
市
」

と
、
自
然
環
境
や
文
化
な
ど
の
魅

力
を
持
つ
「
近
隣
市
町
村
」
が
互

い
に
連
携
す
る
。
様
々
な
分
野
で

連
携
す
る
こ
と
で
、
圏
域
の
住
民

に
と
っ
て
必
要
な
生
活
機
能
の
確

保
や
人
口
の
定
住
を
促
し
、
地
域

の
活
性
化
を
図
る
と
い
う
も
の
。

あ
く
ま
で
連
携
で
あ
り
、
市
町
村

合
併
と
は
異
な
り
ま
す
。

Ｑ
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
と
は
？

  　

各
市
町
の
12
月
議
会
で
協
定
の

締
結
が
議
決
さ
れ
た
こ
と
を
受
け

て
、
中
心
市
の
能
代
市
と
近
隣
町

が
そ
れ
ぞ
れ
「
１
対
１
」
で
締
結

し
ま
し
た
。

　

協
定
に
は
定
住
自
立
圏
を
形
成

し
、
相
互
に
役
割
を
分
担
し
て
連

携
を
図
る
基
本
方
針
や
、
連
携
す

る
政
策
分
野
、
取
り
組
み
内
容
な

ど
を
規
定
し
て
い
ま
す
。
主
な
取

り
組
み
内
容
は
左
図
の
と
お
り
。

詳
し
く
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
に
な
る
か
、
八
峰
町
企
画
財

政
課
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　  

Ｑ
今
後
の
動
き
は
？

　

今
年
度
中
に
、
今
後
連
携
す
る

具
体
策
を
盛
り
込
ん
だ
５
年
計
画

の
「
定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
策
定
す
る
予
定
で
す
。

　

共
生
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
連
携
す
る

分
野
に
関
係
す
る
団
体
や
各
地
域

の
代
表
者
等
で
構
成
す
る
「
定
住

自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
懇
談
会
」

の
意
見
を
伺
う
ほ
か
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
で
寄
せ
ら
れ
た
意
見

を
反
映
さ
せ
て
策
定
さ
れ
ま
す
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　

人
口
減
少
社
会
を
乗
り
越
え
、

八
峰
町
を
は
じ
め
能
代
山
本
を
活

力
あ
る
地
域
に
し
て
い
く
た
め
に

も
、
要
望
や
意
見
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

定住自立圏形成協定を締結
～能代市山本郡の1市3町が力を合わせ地域活性化へ～
全国で95の圏域が形成されている「定住自立圏」（Ｈ27.10.1現在）。県内では、大館市、由利本荘市、横手
市、湯沢市・羽後町・東成瀬村の４圏域が形成されているほか、小坂町は青森県十和田市などと県境を越えて圏
域を形成しています。
能代市山本郡においても、それぞれの12月議会で「定住自立圏形成協定の締結」について議決されました。
ここでは「定住自立圏」がどういった取り組みなのかを紹介します。

定住自立圏のイメージ

定住自立圏共生ビジョン（案）パブリックコメントを実施します

圏域で連携する政策分野と主な取り組み

定住自立圏

定住自立圏
形成協定

中心市

中心市宣言

定住自立圏共生ビジョン

能代市

近隣町

八峰町
藤里町
三種町

①生活機能の強化
　地域医療体制の充実・強化／子育て支援の充実
　／学校教育の充実／広域観光の推進など
②結びつきやネットワークの強化
　地域公共交通の維持確保と利用促進／道路等の
　維持管理／移住定住の促進／松枯れ対策など
③圏域マネジメント能力の強化
　圏域市町職員の交流・合同研修など

■募集期間　　２月１日（月）～３月２日（水）
■意見を提出できる方
　①能代市山本郡に在住、在勤、在学する方
　②能代市山本郡に事務所または事業所を有する個人や団体
　③その他利害関係がある個人や団体
■ビジョン（案）閲覧場所
　八峰町…役場庁舎１階企画財政課、ファガス、峰栄館
　※能代市のホームページのほか、各市町本庁舎等で閲覧できます。
■意見の提出方法
意見提出用紙に必要事項を記入の上、閲覧場所で直接提出するか、
郵送・ＦＡＸ・電子メールのいずれかで提出してください。
〒016－8501　能代市上町1－3　能代市企画部総合政策課政策係
FAX　89－1762　　電子メール　sougou@city.noshiro.akita.jp
■意見の取扱い等
電話や口頭での意見は受付できません。提出された意見は内容を
整理し、意見に対する市の考え方をホームページなどで公表しま
す。住所、氏名、年齢、性別は公表しません。個別の回答は行い
ません。
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連載 第60回 ジオパークを支える裏方の紹介

藤田晃平さん（田中）へ
　　　　　　　　法務大臣感謝状を贈呈

高齢者叙勲　瑞宝双光章
　　　　　　須藤隆さん（八森２）が受章

八峰町の地域活性化へ向けて
～地域おこし協力隊に鈴木了さんを任命～

こ
の
答
え
を
出
す
た
め
に
は
〝
石
〞
と
い
う

物
体
を
よ
く
知
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
方
法
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

地
質
調
査
を
す
る

　

地
質
調
査
の
活
動
を
大
き
く
妨
げ
る
大
き

な
原
因
の
一
つ
に
植
物
が
あ
り
ま
す
。
山
地

を
覆
う
植
物
が
石
を
隠
し
て
し
ま
う
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
当
ジ
オ
パ
ー
ク
エ
リ
ア
は
、
当
エ

リ
ア
を
代
表
す
る
ほ
と
ん
ど
の
種
類
の
石
が

海
岸
で
見
る
こ
と
が
で
き
、
調
査
し
や
す
い

場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

石
を
切
る

　

石
の
表
面
を
観
察
し
た
だ
け
で
は
そ
の
石

の
性
質
や
生
ま
れ
、
育
ち
が
よ
く
判
り
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
石
の
中
身
を
調
べ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
ダ
イ
コ
ン
を
包
丁
で
切
る
よ
う

な
訳
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
岩
石
カ
ッ
タ
ー

（
写
真
１
）
で
切
断
し
ま
す
。
切
断
面
（
写

真
２
）
は
結
晶
の
大
き
さ
や
縁
の
様
子
が
よ

く
判
り
、
そ
の
石
の
経
歴
が
読
み
取
り
や
す

く
な
り
ま
す
。

切
断
面
を
磨
く

　

石
の
性
質
に
も
よ
り
ま
す
が
、
切
断
面
は

ザ
ラ
ザ
ラ
し
て
い
て
白
っ
ぽ
く
見
え
ま
す
。

細
か
い
部
分
が
観
察
し
に
く
い
の
で
す
。
そ

　

〝
石
〞
っ
て
何
？

　

八
峰
白
神
ジ
オ
パ
ー
ク
を
立
ち
上
げ
、
運

営
し
て
い
く
為
に
は
、
ど
う
し
て
も
〝
大
地

の
研
究
〞
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
普
段
何
気
な

く
使
っ
て
い
る
言
葉
で
も
知
っ
て
い
た
つ
も

り
が
、
実
は
あ
い
ま
い
だ
っ
た
り
し
ま
す
。

例
え
ば
〝
水
〞
は
石
の
仲
間
で
し
ょ
う
か
？

こ
で
、
研
磨
剤
を
使
っ
て
ピ
カ
ピ
カ
に
磨
き

ま
す
。
こ
の
作
業
を
加
え
る
こ
と
に
よ
り
、

よ
り
細
か
い
部
分
ま
で
観
察
で
き
ま
す
。

石
の
薄
片
を
つ
く
る

　

さ
ら
に
詳
し
く
調
べ
る
に
は
顕
微
鏡
（
写

真
３
）
を
使
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
顕

微
鏡
を
使
う
た
め
に
は
石
が
光
を
通
さ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
石
を
０
・
03
㎜

の
厚
さ
（
写
真
４
）
に
作
り
ま
す
。
大
変
な

技
術
を
必
要
と
し
ま
す
。

鉱
物
顕
微
鏡
で
調
べ
る

　

で
き
た
薄
片
で
石
の
中
身
を
調
べ
る
の
で

す
が
、
初
め
て
見
る
人
は
ほ
と
ん
ど
「
ア

ッ
！
」
と
声
を
あ
げ
ま
す
。
そ
れ
ほ
ど
美
し

い
の
で
す
。
ぜ
ひ
見
た
い
方
は
ぶ
な
っ
こ
ラ

ン
ド
木
工
芸
体
験
室
ま
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

た
く
さ
ん
の
方
々
の
ご
協
力
に
感
謝

　

こ
こ
ま
で
研
究
が
で
き
る
ま
で
に
は
秋
田

大
学
は
じ
め
、
新
潟
大
学
な
ど
の
諸
大
学
、

会
社
、
ガ
イ
ド
の
皆
さ
ん
、
漁
師
さ
ん
た
ち

と
多
く
の
方
々
に
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

調
査
・
研
究
の
成
果
は
そ
の
都
度
活
用
し

て
き
ま
し
た
。
今
後
と
も
益
々
有
益
に
活
用

し
て
い
き
ま
す
。

八
峰
白
神
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会

研
究
専
門
員
　
工
　
藤
　
英
　
美

〒
０
１
８
|

２
６
３
２

秋
田
県
山
本
郡
八
峰
町
八
森
字
三
十
釜
一
四
四̶

一 

ぶ
な
っ
こ
ラ
ン
ド
内

℡
０
１
８
５̶

７
７̶

３
０
８
６

写真１　岩石カッター写真２　岩石を切った表面

ふ
ち

図４　岩石の薄片

図３　岩石を調べる顕微鏡

　１月25日、元八峰町人権擁護委員の藤田晃平さんへ、

長年にわたり人権尊重思想の普及に貢献したとして、法

務大臣感謝状が贈られました。

　藤田さんは人権擁護委員を平成17年から11年間務め、

人権尊重社会の実現に向け活動しました。

　このたび、高齢者叙勲受章者が発表され、元観海小学

校校長の須藤隆さんが、秋田県の教育に大きく貢献した

として、瑞宝双光章を受章しました。

　須藤さんは昭和23年に観海小学校教諭として勤務し

て以来、40年にわたり教育行政に力を注ぎました。

月
12
日
、
八
峰
町
初
と
な
る

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
鈴
木

了
さ
ん
に
辞
令
交
付
を
行
い
ま
し

た
。
続
い
て
、鈴
木
さ
ん
か
ら「
若
者

移
住
者
の
モ
デ
ル
に
な
り
た
い
」
と

ス
ク
リ
ー
ン
で
今
後
の
活
動
に
対
す

る
思
い
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

鈴
木
さ
ん
は
「
移
住
コ
ン
シ
ェ
ル

ジ
ュ
」
と
し
て
、
移
住
に
関
す
る
情

報
発
信
や
移
住
希
望
者
の
相
談
対
応

な
ど
に
当
た
り
ま
す
。

【
鈴
木
さ
ん
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
】

　

は
じ
め
ま
し
て
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊「
移
住
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」

に
着
任
し
た
鈴
木
了
で
す
。
八
峰

町
で
の
生
活
は
、
約
９
年
ぶ
り
で

す
。
『
い
つ
か
は
』
戻
り
た
い
と

思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
昨
年
の
夏
、

東
京
で
の
「
八
峰
町
説
明
会
」
で

役
場
の
方
と
出
会
っ
た
こ
と
が
き

っ
か
け
と
な
り
、
『
今
こ
そ
』
戻

ろ
う
と
決
意
し
ま
し
た
。
現
在
は

単
身
赴
任
中
で
す
が
、
春
頃
か
ら

は
リ
フ
ォ
ー
ム
を
終
え
た
空
き
家

で
家
族
３
人
で
の
新
生
活
が
始
ま

り
ま
す
。改
め
て
八
峰
町
の
良
さ

を
知
り
、
伝
え
、
若
者
が
戻
っ
て

く
る
町
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

※

地
域
お
こ
し
協
力
隊…

３
大
都
市

圏
等
か
ら
過
疎
地
域
等
に
生
活
の
拠

点
を
移
し
、
そ
の
地
域
の
活
性
化
に

取
り
組
み
な
が
ら
、
隊
員
の
定
住
を

図
る
。

八峰町の地域活性化へ向けて

1988年生まれ。八峰町八森出身。
大阪市立大学卒業後、都内に本社を
置く住宅関連会社に勤める。昨年末
に退社し、今年１月本町へ移住。上
の写真は奥さんと、昨年生まれたば
かりの赤ちゃんとの家族写真。

１
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八峰町のなかまたち
読み聞かせサークル「かもめ」

八峰町のなかまたち

はっぽうの元気な企業はっぽうの元気な企業アキタクロージング株式会社　峰浜工場

クローズアップ

長く使ってもらうため
いかに丈夫につくるか

八峰町で活動する様々な団体・サークルなどにスポットライトを当てます

　
「
３
年
間
使
う
こ
と
が
で

き
る
丈
夫
な
学
生
ズ
ボ
ン
を

つ
く
り
た
い
」

　

こ
う
話
す
の
は
、
ア
キ
タ

ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
株
式
会
社

（
本
社
・
大
館
市
）
峰
浜
工

場
の
工
場
長
、
高
杉
政
文
さ

ん
（
大
沢
）
。

　

ア
キ
タ
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
株

式
会
社
峰
浜
工
場
は
、
平
成

25
年
に
操
業
停
止
し
た
旧
サ

ニ
ー
ア
オ
サ
ダ
の
工
場
を
、

ア
キ
タ
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
の
親

会
社
で
あ
る
エ
ン
ヤ
繊
維
株

式
会
社
（
本
社
・
岐
阜
県
）

が
買
い
取
っ
て
整
備
し
、
平

成
26
年
７
月
に
本
町
の
誘
企

業
と
し
て
操
業
を
開
始
。

　

峰
浜
工
場
は
、
学
生
服
業
界
大

手
、
菅
公
学
生
服
（
本
社
・
岡
山

県
）
の
協
力
工
場
と
し
て
、
学
生

ズ
ボ
ン
を
製
造
し
て
い
ま
す
。
操

業
当
初
は
30
名
の
従
業
員
で
月
に

６
千
本
製
造
し
て
い
ま
し
た
が
、

現
在
は
50
名
で
月
８
千
本
ほ
ど
製

造
で
き
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

高
杉
さ
ん
は
「
菅
公
学
生
服
の
方

針
が
、
国
外
生
産
か
ら
国
内
生
産

に
切
り
替
わ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

今
後
は
月
１
万
本
を
目
指
す
た
め
、

新
た
な
社
員
も
雇
い
た
い
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

旧
サ
ニ
ー
ア
オ
サ
ダ
時
代
か

ら
働
く
金
平
雪
子
さ
ん（
大
沢
）

は
「
学
生
ズ
ボ
ン
を
３
年
間
使
え

る
よ
う
丈
夫
に
縫
う
た
め
、
１
か

ら
勉
強
し
て
目
標
を
達
成
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
」
と
操
業
当
初
の

苦
労
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
高
杉
さ
ん
に
仕
事
に
対

す
る
思
い
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、

「
３
年
間
使
え
る
丈
夫
な
学
生
ズ

ボ
ン
を
い
か
に
つ
く
る
か
を
考
え

て
い
る
。
統
合
す
る
中
学
校
の
生

徒
に
も
地
元
で
つ
く
っ
て
い
る
学

生
服
を
着
て
も
ら
い
た
い
。
現
在

24
名
の
町
民
が
働
い
て
い
る
が
、

増
産
に
合
わ
せ
さ
ら
に
町
民
の
方

を
雇
用
し
地
域
に
貢
献
し
た
い
」

と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

アキタクロージング
株式会社　峰浜工場

（峰浜石川字外林132）
TEL 0185－88－8974

・主な商品／学生ズボン
・主な仕事内容／学生ズ
ボンの縫製（工程ごと
に分業化）

　読み聞かせサークル「かもめ」は、退職した方を中心とした50代～
70代の町内在住会員21名で構成されるボランティア団体です。
　昨年７月から毎月第３月曜日にファガスで「あった会」をスタートさ
せ、訪れた方に絵本の読み聞かせなどを行っています。あった会は会員
の練習の場にもなっており、お互いのスキルアップも図っています。
　その他にも老人クラブや小学校などから依頼があれば出張するなど精
力的に活動しています。

３年使える丈夫な学生ズボンを目指す高杉政文さん

Vol.2

Vol.2

シリーズ

　　

受付期間：３月１日～３月31日（土・日・祝祭日を除く）

■募集人数と奨学貸与額

受付期間：３月１日～３月31日（土・日・祝祭日を除く）

■募集人員及び貸与額

■申請手続きに必要な書類（合格発表により入学が確定してから応募してください。）
・奨学金貸与申請書
・学校長の推薦書（在籍または最終出身校）
・学業成績証明書（在籍または最終出身校）
・合格通知書の写し又は在学証明書
・小論文（将来の能代山本地域のリーダーとしての希望や地域での活躍等についてアピール）
・平成27年度所得課税証明書（同一世帯の所得がある人全員分と連帯保証人分）
・納税証明書（同一世帯の18歳以上の人全員分と連帯保証人分）

■奨学金の併用及び併願について
　各市町村で既に実施している奨学金との併用は不可としますが、新規申し込みにあたっての併願は可
能とします。ただし、他の機関で実施する奨学金制度との併用を妨げるものではありません。

奨学金制度のお知らせ奨学金制度のお知らせ

八峰町奨学金制度

能代市ふるさと人材育成・定住促進奨学金制度

■申請手続きに必要な書類
・住民票　　　
・奨学金貸与申請書（教育委員会所定のもの）
・学校長の推薦書（教育委員会所定のもの）
・家庭状況書（教育委員会所定のもの）
・学業成績証明書（学校所定のもの）　　　
・合格通知書の写し
・専修学校及び各種学校のパンフレット
　（大学・短大・高等専門学校・高等学校　
　　の方は必要ありません）※奨学金は本人に対し４月、７月、10月、１月の

　四半期ごとに貸与します。

大学・短大

高等専門学校

２年以上の専修学
校及び各種学校
（予備校は除く）

高等学校

40,000円以内

40,000円以内

40,000円以内

20,000円以内

募集人数学校等 貸与月額

大学（志願者または在学生、短期大学・
専修学校、大学院含む） 45,000円以内２人

募集人数（八峰町）学校等 貸与月額

15名以内

　町では町内に居住する方の子弟で、優良な学生であり、
経済的な理由で修学が困難な方に、その学費の一部を無
利子でお貸しする「奨学金制度」を設けています。

■資料請求先　八峰町教育委員会　学校教育課（ファガス）　☎77－2816　八峰町公民館（峰栄館）　☎76－2323

■資料請求先　八峰町教育委員会　学校教育課（ファガス）　☎77－2816



石油・電気暖房機（石油機器技術管理士　　　　第1994351498号）

TEL0185ー76ー2041
営業時間　7：30～19：00　　　不定休

住所　八峰町八森字中浜23ー5
電話　77ー3418

山ちゃん
焼鳥 １本80円～120円   1,000円以上で配達します!

午後３時までのご予約で、当日配達も可能です

八森地区に限り　午後６：00まで配達!

焼鳥
焼肉
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１
月
17
日
、
秋
田
市
の
県
立
体
育
館
で

第
35
回
県
綱
引
選
手
権
大
会
が
開
催
さ
れ
、

小
学
生
の
部
女
子
で
峰
浜
エ
イ
ト
ガ
ー
ル

ズ
が
優
勝
、
男
子
の
峰
浜
エ
イ
ト
ボ
ー
イ

ズ
が
準
優
勝
し
ま
し
た
。

　

峰
浜
エ
イ
ト
ガ
ー
ル
ズ
は
予
選
リ
ー
グ

で
羽
後
町
の
チ
ー
ム
に
負
け
て
し
ま
っ
た

も
の
の
、
決
勝
で
は
同
チ
ー
ム
に
雪
辱
を

果
た
し
、
見
事
優
勝
。
峰
浜
エ
イ
ト
ボ
ー

イ
ズ
は
予
選
リ
ー
グ
を
全
勝
で
終
え
、
決

勝
に
臨
み
ま
し
た
が
惜
し
く
も
敗
れ
、
準

優
勝
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
に
は
、
綱
引
き
に
興
味
を
持

っ
た
水
沢
小
と
塙
川
小
の
６
年
生
が
、
男

女
そ
れ
ぞ
れ
合
同
チ
ー
ム
を
結
成
し
て
参

加
し
て
お
り
、
お
互
い
に
交
流
も
深
め
ま

し
た
。

　

１
月
23
日
、
24
日
の
２
日
間
、
町
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
が
主
催
す
る
第
10
回

全
町
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
八
森
中

学
校
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
小
・
中
学
生
、
一
般
な
ど

の
27
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
白
熱
し
た
好
ゲ

ー
ム
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
ミ
ニ
バ
ス
の
部
（
女
子
）

　
　
　
　

優　

勝 

水
沢
Ｂ
Ｂ
Ｃ

　
　
　
　

準
優
勝 

八
森
Ｍ
Ｂ
Ｂ
Ｃ

●
ミ
ニ
バ
ス
６
年
男
女
の
部

　
　
　
　

優　

勝 

八
峰
海
運
丸

　
　
　
　

準
優
勝 

八
竜
女
子
Ｂ
Ｂ
Ｃ

●
中
学
生
の
部
（
女
子
）

　
　
　
　

優　

勝 

八
森
中
学
校

　
　
　
　

準
優
勝 

能
代
第
二
中
学
校

●
一
般
の
部

　

１
部　

優　

勝 

Ｓ
55
年
会
モ
ン
キ
ー
ズ

　
　
　
　

準
優
勝 

ク
ロ
ー
バ
ー

　

２
部　

優　

勝 

Ｂ
Ｂ

　
　
　
　

準
優
勝 

Ｏ
Ｌ
Ｄ 

Ｓ
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
Ｓ

　

３
部　

優　

勝 

チ
ー
ム
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ａ

　
　
　
　

準
優
勝 

オ
ヤ
ジ
ハ
ピ
ネ
ッ
ツ

　

１
月
10
日
、
お
正
月
の
縁
起
物
を
燃
や

す
恒
例
の
小
正
月
行
事
「
白
瀑
神
社
ど
ん

と
祭
り
」
が
同
境
内
で
行
わ
れ
、
多
く
の

方
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

神
事
が
始
ま
る
こ
ろ
に
は
縁
起
物
を
持

っ
た
人
が
次
々
訪
れ
、
お
正
月
に
使
っ
た

し
め
縄
や
松
飾
り
、
ダ
ル
マ
、
古
い
お
守

り
な
ど
が
積
み
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
日
が

沈
み
、
凍
え
る
寒
さ
の
中
、
神
事
が
行
わ

れ
た
後
、
火
が
つ
け
ら
れ
る
と
辺
り
は
一

変
し
て
明
る
く
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
炎
で
焼
い
た
餅
を
食
べ
る
と
今
年

１
年
健
康
に
過
ご
せ
る
ほ
か
、
ご
利
益
が

あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
訪
れ
た
方
は
無

病
息
災
を
祈
り
な
が
ら
青
竹
の
先
端
に
付

い
た
餅
を
炎
で
あ
ぶ
り
、
ほ
お
ば
り
ま
し

た
。

　

勝利を目指してシュート

それぞれの思いを込めて餅を焼きました

　

１
月
15
日
、
秋
田
市
の
県
市
町
村
会
館

で
、
あ
き
た
未
来
づ
く
り
本
部
会
議
が
開

催
さ
れ
、
本
町
の
「
お
が
る
八
峰
し
い
た

け
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
県
と
市
町
村

が
共
同
で
行
う
事
業
に
対
し
、
県
が
２
億

円
ほ
ど
を
交
付
し
、
地
域
の
活
性
化
を
図

る
と
い
う
取
り
組
み
で
す
。

　

本
町
は
、
県
内
生
産
量
の
約
２
割
を
占

め
る
菌
床
し
い
た
け
の
増
産
を
図
る
た
め

の
施
設
整
備
と
雇
用
の
増
加
を
通
し
て
、

地
域
活
性
化
の
実
現
を
目
指
し
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。
総
事
業
費
は
約
４
億
８

千
万
円
、
事
業
期
間
は
平
成
28
〜
31
年
度

の
４
年
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

１
月
６
日
、
７
日
、
11
日
、
児
童
生
徒

連
携
交
流
事
業
が
あ
き
た
白
神
体
験
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

中
１
ギ
ャ
ッ
プ
解
消
を
目
的
と
し
た
交

流
は
、
小
学
６
年
生
と
中
学
１
年
生
を
対

象
に
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。
加
え
て
今
回

は
今
春
に
統
合
を
控
え
て
い
る
「
八
峰
中

学
校
」
と
「
峰
浜
小
学
校
」
で
ス
ム
ー
ズ

に
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
を
目
的
に
、
八

森
中
と
峰
浜
中
、
水
沢
小
と
塙
川
小
が
交

流
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
「
八
峰
中
」
の
最
高
学
年
と

し
て
ス
タ
ー
ト
す
る
両
中
学
校
の
２
年
生

は
、
新
し
い
校
歌
を
１
時
間
ほ
ど
練
習
し

た
ほ
か
、
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
や
ユ
ニ
カ
ー
ル
で

交
流
を
深
め
ま
し
た
。
夕
食
後
は
生
徒
会

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
検
討
す
る
な
ど
有
意
義

な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

１
月
13
日
、
峰
栄
館
で
手
話
教
室
が
行

わ
れ
、
参
加
し
た
町
民
は
少
し
で
も
手
話

が
上
達
す
る
よ
う
に
と
、
真
剣
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
４
回
目
の
開
催
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
参
加
者
の
手
の
動
き
も
ス
ム
ー

ズ
で
し
た
。
曜
日
の
手
話
を
習
う
場
面
で

は
、
人
差
し
指
と
親
指
を
使
っ
て
三
日
月

を
書
く
と
月
曜
日
、
蛇
口
を
ひ
ね
る
手
の

動
き
を
す
る
と
水
曜
日
な
ど
と
い
う
よ
う

に
、
動
作
の
意
味
と
手
話
の
意
味
を
結
び

付
け
て
覚
え
ま
し
た
。
終
盤
に
は
悪
戦
苦

闘
し
な
が
ら
も
、
こ
れ
ま
で
習
っ
た
単
語

を
つ
な
げ
て
会
話
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

こ
の
教
室
は
、
町
福
祉
保
健
課
が
主
催

し
、
今
年
度
は
合
計
６
回
の
日
程
で
開
催

予
定
で
す
。

プロジェクト策定確認書にサインした町長と知事

新しい学校生活に期待を込め校歌を練習

水沢小と塙川小の合同チームで好成績を収めました

手の傾きなどに注意しながら学んでいます

県
と
町
の
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
策
定

　
　し
い
た
け
で
「
お
が
る
」
地
域
に

来
春
の
統
合
を
控
え

　
　
小
学
生
と
中
学
生
が
交
流

回
を
追
う
ご
と
に
上
達

　
　
　
　
　
八
峰
町
手
話
教
室

小
正
月
の
伝
統
行
事

　
　
　
白
瀑
神
社
ど
ん
と
祭
り

全
県
綱
引
き
大
会
に
合
同
チ
ー
ム
で
参
加

　
　
　
　
峰
浜
エ
イ
ト
ガ
ー
ル
ズ
が
優
勝

白
熱
し
た
試
合
を
展
開
！

第
10
回
全
町
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

真っ黒な
　ロールケーキ
真っ黒な
　ロールケーキ
真っ黒な
　ロールケーキ

大好評につき再販です!!
　ほろほろクッキー

新商品

おみやげに当店のお菓子はいかがですか



モノとアイデアで差モノとアイデアで差
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ファガス 峰栄館
新しく入った本のお知らせ

としょしつだより

【絵本】
ママがおばけになっちゃった！ のぶみ
ノラネコぐんだんおすしやさん 工藤　ノリコ
ヘルシーせんたいダイズレンジャー やぎ　たみこ
もうぬげない ヨシタケ　シンスケ
おやすみ、はたらくくるまたち トム・リヒテンヘルド
【児童書】
赤い仮面は知っている(探偵チームＫＺ事件ノート16) 藤本　ひとみ
おはなしきょうしつ さいとう　しのぶ
おはなしだいどころ さいとう　しのぶ
動物病院のマリー１　走れ、捨て犬チョコチップ！ タチアナ・ゲスラー
動物病院のマリー２　猫たちが行方不明！ タチアナ・ゲスラー
ミラクルラブリー　感動のどうぶつ物語 青空　純
心霊スポットへようこそ15　Ｂの暗闇 山口　理
金の月のマヤ１～３ 田森　庸介
未来のお仕事入門（学研まんが入門シリーズ） 東　園子
超神ネイガー　ひみつ大百科 秋田文化出版編
【一般書】（小説、エッセイ、読みもの、実用書）
【小説】御不浄バトル 羽田　圭介
【小説】マル暴甘糟 今野　敏
【小説】墓標なき街(百舌シリーズ６) 逢坂　剛
【小説】ヒクイドリ　警察庁図書館 古野　まほろ
【小説】お伊勢まいり（新・御宿かわせみ６） 平岩　弓枝
【小説】荒地の恋（wowow連続ドラマ） ねじめ　正一
【小説】曾根崎心中 角田　光代
【小説】ふがいない僕は空を見た 窪　美澄
【小説】赤いこうもり傘 赤川　次郎
【小説】一枚のめぐり逢い ニコラス・スパーク
【よみもの】完全保存版　宇宙兄弟&小山宙哉大解剖 サンエイムック
【よみもの】自律神経を整えて超健康になるＣＤブック 西田　陽司
【よみもの】461個の弁当は、親父と息子の男の約束 渡辺　俊美
【よみもの】ぼくは猟師になった 千松　信也
【よみもの】ダメなあいつを、なんとかしたい！ 心屋　仁之助
【よみもの】ビビリ EXILE　HIRO
【よみもの】日本のものづくりはＭＲＪでよみがえる！ 杉山　勝彦
【よみもの】珍生物図鑑 ワクサカソウヘイ
【コミック】宇宙兄弟27巻 小山　宙哉
【実用書】おしゃれでかわいい大人のゆび編み 篠原　くにこ   

【絵本】
いっしょにうたおう！アナと雪の女王　うたのえほん ディズニーゴールド絵本
このゆきだるまだーれ？ 山脇　百合子絵
こんにちはたまごにいちゃん あきやま　ただし作・絵
ばけばけばけばけばけたくん 岩田　明子ぶん・え
ジャックと豆の木　イギリスの昔話 ジョン・シェリー再話　絵
あなのはなし ミラン・マラリークさく
じてんしゃにのるひとまねこざる　改版 H．A．レイ文，絵
【児童書】
すてきな恋がいっぱい5つのお話 日本児童文学者協会編
ルルとララのチョコレート あんびる　やすこ
のりものおばけずかん 斉藤　洋
がっこうのおばけずかん　あかずのきょうしつ 斉藤　洋
【小学館ジュニア文庫】怪盗グルーのミニオン危機一髪 澁谷　正子
【JUMP j BOOKS】ハイキュー!!ショーセンバツ!!③ 古館　春一
【ファミ通文庫】モンスターハンター　魂を継ぐ者①～⑤ 氷上　慧一
【電撃文庫】半分の月がのぼる空①～⑧ 橋本　紡
【一般書】（小説、エッセイ、読みもの、実用書） 
【小説】王とサーカス（このミステリーがすごい！大賞作） 米澤 穂信
【小説】狐狼の血 柚月　裕子
【小説】つまをめとらば（直木賞） 青山　文平
【小説】異類婚姻譚（芥川賞） 本谷　有希子 
【小説】下町ロケット・２ 池井戸　潤
【小説】流 東山　彰良
【小説】ハケンアニメ！ 辻村　深月
【文庫小説】出世若殿　田河意周 早瀬　詠一郎
【文庫小説】ぼくが探偵だった夏　 内田　康夫
【手記】あの日　 小保方　晴子
【よみもの】このミステリーがすごい！2016年版 宝島社 
【よみもの】ほぉ…、ここがちきゅうのほいくえんか。 てぃ先生
【実用書】ハンドメイドレクで元気！手づくり雑貨 寺西　恵里子
【実用書】ペットボトルキャップで作るこもの　 ブティック社 
【実用書】クックパッドmagazine！Vol．4 宝島社 
【実用書】スポーツ選手のための食事400レシピ 石川　三知
【実用書】腸をキレイにしたらたった3週間で体の不調が
みるみる改善されて40年来の便秘にサヨナラできました! 

松本　明子

【実用書】《図説》真田幸村がよくわかる本 三笠書房
【郷土】のんびり2015冬号（秋田発フリーマガジン） あきたびじょん企画室

金谷信榮氏からの寄付金で購入した本のほか寄贈して頂いた本も紹介しています。

棋力を競う 第10回八峰町新春囲碁大会

　
　１月11日、恒例の新春囲碁大会が
峰栄館で開催されました。本大会は八
森・峰浜両地区の囲碁同好会の協力を
得て実施されているもので、今回は
13名の「棋士」が日頃鍛えた棋力を
競い合いました。
≪結果≫ 
[一部] 1位:長門津一　2位:森田新一郎

3位:阿部銑一
[二部] 1位:田中　博　2位:佐々木喜三郎

3位:今井　等
[三部] 1位:菊地祐子　2位:芹田式夫

3位:大塚博美

行事予定

▽チビッコ冬まつり
　■開催日：2/11（木）9：00～
　■会　場：ポンポコ山公園
　■問合せ：青少年育成八峰町民会議　☎0185－77－3700

▽第10回八峰町卓球大会
　■開催日：2/28（日）9：00～
　■会　場：八森中学校体育館
　■問合せ：八峰町卓球協会　☎090－9744－1371（畠山）

行事予定

▽八峰町スキークラブ管外研修会
　■開催日：2/27（土）～28（日）1泊2日
　■会　場：安比高原スキー場
　■問合せ：八峰町スキークラブ
　　　　　　☎090－9743－8946（佐々木）
　　　　　　☎090－7562－1941（山内）

八峰町で郡市生涯学習奨励員が研修

　1月25日、能代市山本郡生涯学習奨
励員地区連絡協議会研究大会が、あき
た白神体験センターで開催され郡市内
の生涯学習奨励員など34名が参加し
ました。
　八峰町が事務局を務めた今回は、石
川駒踊りや八峰民踊サークル、畑谷老
人クラブ女性部についての活動発表が
行われました。
　また、午後は全員で白神こだま酵母
を使ったピザ作りを体験しました。

日本文化を体験　国際交流事業
　１月23日、ファガスで国際教養大
学の学生8名を招き、国際交流事業が
行われました。
　学生たちは生涯学習奨励員や講師と
一緒に、「書初め」や「餅つき」とい
った日本の伝統文化を体験しました。
　書初めでは「美しい空」と上手に書
き上げました。また、自分たちでつい
た餅の味にもとても喜んでいました。

　　　八峰町教育委員会　生涯学習課

編集　山本郡八峰町八森字中浜196－1
　　　TEL 0185－77－3700　FAX 0185－74－5290

生涯学習だより

は っ ぽ う 第118号

　12月28日、チビッコ公民館が峰栄館で行われ町内

の小学4年生44名が参加しました。

　この行事は、成人のちょうど半分にあたる“10

歳”を記念する「1/2成人式」としても行われてお

り、子ども達は20歳の自分に向けた手紙を書きまし

た。この手紙はタイムカプセルとして保管され、成人

式で本人に手渡される予定です。

　また、生涯学習奨励員や中学生ボランティアの皆さ

んと一緒に竹とんぼづくりや餅つき、レクリエーショ

ンも行い、にぎやかな一日を過ごしました。

半分大人になりました
　チビッコ公民館が行われました

ファガス図書室　特集コーナー

●2015年＆近年の受賞作を展示。「この
ミステリーがすごい！大賞」「柴田錬三郎
賞」「直木賞・芥川賞」など　　　　　
●好評の大活字本コーナーの本を入替えま
した。（2月～3月上旬まで）　
※大活字本コーナーは峰栄館にもあります。

峰栄館図書室　特集コーナー

 ラブコメディ、青春恋愛小説、
純愛、夫婦愛・・・様々なジャン
ルの恋愛小説を集めました。
　寒い冬だから、心温まる一冊を。
ぜひ読んでみてください。

（2月～3月上旬まで）

★恋愛小説特集　〜恋してますか？〜★

★2015年各賞受賞作＆大活字本の入替★

2/6から平常通り図書室をご利用いただけるようになりました。
●開　館　時　間　　午前8時30分～午後9時00分
●本を借りるには　　利用者カードが必要です。 カードを作成

するには図書室にある利用者登録申込書を
記載し、窓口に提出してください。

●本 の 返 し 方    館内の返却ワゴン・返却ボックスに返却し
てください。

蔵書点検が終了しました

将来の自分を想像しながら手紙を書きました

図書館のおすすめ本！ 蜩ノ記（ひぐらしのき）　
■出版年月／2011年10月26日
■ジャンル／歴史・時代小説
■著　　者／葉室麟 
■出 版 社／祥伝社文庫

◎本の内容

　切腹を命じられた武士とその
家族と、武士の監視役のお話。 
師弟愛、家族愛、夫婦愛、恋愛。
たくさんの愛が詰まった一冊。

◎推薦者のコメント

　覚悟をもって死と向き合う強
さ。揺るぎない武士の心に胸が
熱くなって最後はさわやかな充
実感が残りました。ぜひ沢山の
人に読んでいただきたいです。

生涯学習課　Ｔ （男性）

【借りられる場所】ファガス・峰栄館

生涯学習だよりはっぽう
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「
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
調
査
」

　
生
活
習
慣
に
関
す
る
結
果
の
お
知
ら
せ（
速
報
）

④
主
観
的
な
健
康
感
（
結
果
４
）

　

ふ
だ
ん
健
康
（
非
常
に
健
康
・
ま
あ
健

康
）
だ
と
感
じ
て
い
る
方
の
割
合
は
男
性

77
・
８
％
、
女
性
79
・
０
％
（
男
女
78
・

４
％
）
で
し
た
。
主
観
的
な
健
康
感
が
良

好
な
人
の
割
合
は
、
働
き
盛
り
の
年
齢
で

あ
っ
て
も
、
男
女
と
も
年
齢
階
級
が
高
く

な
る
ほ
ど
低
く
な
る
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

八
峰
町
で
は
、
平
成
20
年
度
に
健
康
増

進
計
画
「
健
康
は
っ
ぽ
う
21
」
を
策
定
し
、

す
べ
て
の
人
々
が
心
身
と
も
に
健
康
で
い

き
い
き
と
暮
ら
せ
る
町
を
目
指
し
て
、
健

康
づ
く
り
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
実

施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
計
画
は
平

成
28
年
度
が
最
終
年
で
、
町
の
対
策
を
見

直
す
年
に
し
て
お
り
、
今
回
の
調
査
が
町

民
の
健
康
に
関
す
る
貴
重
な
資
料
に
な
り

ま
す
。

　

今
回
は
、
１
月
号
に
引
き
続
き
、
昨
年

９
月
に
、
秋
田
大
学
お
よ
び
広
島
大
学
の

協
力
に
よ
り
実
施
し
ま
し
た
「
健
康
づ
く

り
に
関
す
る
調
査
」
よ
り
、
回
答
い
た
だ

い
た
働
き
盛
り
の
青
壮
年
層
（
19
歳
〜
64

歳
）
２
７
５
１
人
（
白
紙
回
答
、
性
別
不

明
を
除
く
）
の
生
活
習
慣
に
関
す
る
結
果

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

⑤
歯
科
健
診
の
受
診
率
（
結
果
５
）

　

平
成
27
年
度
秋
田
県
健
康
づ
く
り
に
関

す
る
調
査
に
よ
る
と
、
一
年
間
に
歯
科
健

診
（
治
療
以
外
）
を
受
け
た
人
は
、
男
性

42
・
７
％
、
女
性
47
・
４
％
（
男
女
45
・

２
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
回
の
調

査
で
は
男
性
27
・
２
％
、
女
性
35
・
３
％

（
男
女
31
・
４
％
）
で
、
県
の
値
よ
り
も

下
回
っ
て
い
ま
し
た
。
特
に
男
性
の
受
診

率
が
低
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
歯

み
が
き
の
習
慣
に
つ
い
て
は
、
毎
日
磨
い

て
い
る
人
は
男
性
90
・
０
％
、
女
性
98
・

０
％
（
男
女
94
・
１
％
）
で
し
た
。

①
定
期
的
な
運
動
（
結
果
１
）

　

ふ
だ
ん
定
期
的
な
運
動
（
週
に
２
回
以

上
）
を
し
て
い
る
人
は
男
性
43
・
２
％
、

女
性
30
・
１
％
（
男
女
36
・
５
％
）
と
な

っ
て
お
り
、
男
性
と
比
べ
て
女
性
（
特
に

30
歳
代
）
で
は
定
期
的
な
運
動
を
し
て
い

る
人
の
割
合
が
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
27
年
度
秋
田
県
健
康
づ
く

り
に
関
す
る
調
査
に
よ
る
と
、
以
前
も
今

も
ほ
と
ん
ど
運
動
し
て
い
な
い
人
は
男
性

32
・
７
％
、
女
性
43
・
０
％
（
男
女
38
・

２
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
回
の
調

査
で
は
男
性
41
・
０
％
、
女
性
53
・
６
％

（
男
女
47
・
４
％
）
と
い
う
結
果
で
、
男

女
と
も
運
動
を
ほ
と
ん
ど
し
た
こ
と
の
な

い
人
の
割
合
が
県
の
値
と
比
べ
て
高
く
な

っ
て
い
ま
す
。
運
動
へ
の
意
識
を
高
め
る

と
と
も
に
、
町
民
が
運
動
し
や
す
い
環
境

を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
思
わ
れ
ま

す
。

②
喫
煙
の
状
況
（
結
果
２
）

　

平
成
27
年
度
秋
田
県
健
康
づ
く
り
に
関

す
る
調
査
に
よ
る
と
、
秋
田
県
の
喫
煙
率

は
男
性
33
・
９
％
、
女
性
11
・
０
％
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
今
回
の
調
査
で
は
、
現

在
、
タ
バ
コ
を
習
慣
的
に
吸
っ
て
い
る
人

は
、
男
性
51
・
７
％
、
女
性
15
・
１
％
と

か
な
り
上
回
る
結
果
で
し
た
。
特
に
男
性

の
30
歳
〜
40
歳
代
に
お
け
る
喫
煙
率
は
高

く
、
６
割
以
上
と
な
っ
て
い
ま
す
。
八
峰

町
の
健
康
づ
く
り
に
お
け
る
重
点
的
な
課

題
の
一
つ
と
考
え
ま
す
。

　

昨
年
９
月
に
実
施
し
た
「
健
康
づ
く
り

に
関
す
る
調
査
」
の
大
ま
か
な
結
果
を
広

報
は
っ
ぽ
う
１
月
号
、
２
月
号
で
お
知
ら

せ
し
ま
し
た
。
他
に
も
紙
面
に
書
き
き
れ

な
か
っ
た
調
査
結
果
が
あ
り
ま
す
の
で
、

全
体
が
ま
と
ま
り
次
第
、
皆
様
に
お
伝
え

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

健
康
増
進
計
画
「
健
康
は
っ
ぽ
う
21
」

で
は
、
栄
養
、
運
動
、
休
養
、
心
、
歯
、

タ
バ
コ
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
各
分
野
で
目
標

を
掲
げ
「
自
分
に
で
き
る
こ
と
」「
家
族

や
周
り
の
人
が
で
き
る
こ
と
」「
行
政
や

組
織
が
で
き
る
こ
と
」
を
考
え
、
町
民
と

ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
合
い
健
康
づ
く
り
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
調
査
結
果
か
ら
見
え
て
き
た
町

民
の
健
康
状
態
の
傾
向
な
ど
に
つ
い
て
話

し
合
い
の
場
を
設
け
、
町
民
と
一
緒
に
新

し
い
目
標
を
作
り
、
健
康
増
進
に
役
立
て

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　

八
峰
町
福
祉
保
健
課　

健
康
推
進
係

　

☎
７
６‐

４
６
０
８

③
飲
酒
の
状
況
（
結
果
３
）

　

平
成
27
年
度
秋
田
県
健
康
づ
く
り
に
関

す
る
調
査
に
よ
る
と
、
毎
日
飲
酒
し
て
い

る
人
の
割
合
は
男
性
42
・
７
％
、
女
性

12
・
４
％
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
回
の

調
査
で
は
、
お
酒
（
ア
ル
コ
ー
ル
類
）
を

ほ
と
ん
ど
毎
日
（
週
６
〜
７
日
）
飲
ん
で

い
る
人
は
男
性
45
・
６
％
、
女
性
10
・
７

％
で
し
た
。
特
に
男
性
は
、
飲
酒
量
が
多

い
と
言
わ
れ
る
秋
田
県
の
値
と
比
べ
て
も

高
い
割
合
で
す
。

　

適
正
な
飲
酒
量
を
知
り
、
お
酒
と
上
手

に
付
き
合
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

働
き
盛
り
世
代
の
生
活
習
慣
に

　
　
　
　
　
関
す
る
調
査
結
果

「
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
調
査
」を

今
後
の
取
り
組
み
に
活
か
す
た
め
に

〔結果１　定期的な運動をしている町民の割合（19～64歳）〕

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（2447人）

女性（1249人）

男性（1198人）

週に2回以上運動している

前は週2回以上運動していたが今はしていない

以前も今もほとんど運動をしていない

43.2 15.8 41.0

30.1 16.3 53.6

36.5 16.1 47.4

Ｑ1．あなたは、ふだん週に2回以上運動をしていますか。
　　　※運動とは、概ね30分以上続けて体を動かすことで、散歩や通勤、農作業なども含めます。

〔結果２　喫煙者の割合（19～64歳）〕

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（2685人）

女性（1388人）

男性（1297人）

吸ったことはない
以前は吸っていたが、やめた

吸っている

18.9 29.4 51.7

69.2 15.8 15.1

44.9 22.4 32.7

Ｑ2．あなたは、タバコを習慣的に吸いますか。

週3回

週1～2日

月1～3回

〔結果３　飲酒者の割合（19～64歳）〕

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（2701人）

女性（1396人）

男性（1305人）

ほとんど飲まない
（飲めない） 週4～5日 ほとんど毎日（週6～7日）

飲んでいる

24.7 8.5 7.9 4.9

4.6 4.7

4.7 6.5

8.4 45.6

59.2 8.512.2 10.7

42.5 8.210.4 27.6

Ｑ3．あなたはお酒（アルコール類）を飲みますか。

〔結果４　普段健康だと感じる人の割合（19～64歳）〕

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（2724人）

女性（1407人）

男性（1317人）

非常に健康だと思う まあ健康だと思う 健康ではない

7.4 70.4 18.0

72.5 17.1 3.9

71.5 17.5 4.1

Ｑ4．あなたは、普段ご自分で健康だと思われますか。

4.3

6.5

6.9

あまり健康ではない

〔結果５　歯科健診の受診率（不明・無回答の40人を除く〕

Ｑ5．あなたは、ここ1年の間に歯科健診（治療以外）を受けましたか。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（2711人）

女性（1407人）

男性（1304人）

受けた 受けていない わからない

27.2 71.1 1.7

35.3 64.2 0.5

31.4 67.5 1.1
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■12月24日入札分
○町道本館町１号線暗渠入替工事
契約金額　2,548,800円（落札率97.11％）
請負業者　㈲丸伸重機

■１月14日入札分
○定住促進用空き家改修工事（Ⅴ）
契約金額　3,594,240円（落札率91.50％）
請負業者　門脇建築

町で行った入札において、予定価格が130万円以上
のものについて、お知らせします。入札結果をお知らせします　！！入札結果をお知らせします　！！入札結果をお知らせします　！！町で行った入札において、予定価格が130万円以上
のものについて、お知らせします。

　１月29日、３歳児健診が行われ、虫歯のなかった
子どもは６人でした。これからもしっかり歯を磨いて
虫歯に気をつけましょうね。

　八峰町立学校給食共同調理場が、第８回地産地消給食
等メニューコンテストで、
東北農政局長賞を受賞し
ました。
　受賞したメニューは、
八峰町で捕れたスケトウ、
キミヨ、鮭の３種を混ぜ
たすり身のつみれ汁など
全てのメニューで地場産
が使用されています。
　これからも地産地消の
おいしい給食で、こども
たちを喜ばせてください。

第８回地産地消給食等メニューコンテスト
学校給食共同調理場が東北農政局長賞を受賞

　このたび、八峰町代表監査委員に名畑吉男さんが任命
されました。任期は平成28年１月13日から平成32年１
月12日までです。

八峰町代表監査委員に
　　　　　名畑吉男さん（萩ノ台）を任命
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点検・見積り無料です！

交換時特典ホームタンク
の

洗浄・交換

ホームタンク
の

洗浄・交換

ホームタンク
の

洗浄・交換
初回のみ
店頭価格で
配達いたします！

さきがけ峰浜さきがけ峰浜 富山新聞店富山新聞店
ご連絡は…☎76－3894・FAX76－3897

県内で一番読まれている新聞です
一週間お試し（無料）をどうぞ。 豆　類

今月の　　情報

栄養豊富な
　　　　豆を食べて
マメに生きましょう
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ご遺体の搬送から、お葬式まで痛みの栄養剤
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入会金は一家族（一団体）10,000円（税込）のみ
一度ご入会いただくとその世帯の会員資格は永久に継続されます。

詳細は広報はっぽう３月10日号をご覧下さい

2016
新春企画
2016
新春企画
2016
新春企画

温泉さいっぺはいって
　　　え～ものもらうどー！
温泉さいっぺはいって
　　　え～ものもらうどー！
温泉さいっぺはいって
　　　え～ものもらうどー！

豪華賞品を用意しております。豪華賞品を用意しております。 2食付ペア宿泊券
50回入浴回数券
30回入浴回数券
20回入浴回数券

＊何が？当たるで賞！！（中身はお楽しみ）
当選発表：4月2日～4月25日　館内に提示　詳しくは当館にて！

70本
昨年より
増大

２月23日（火）

朝9時～夜9時　3/11まで冬期営業時間

２月の“風呂の日”は、
26日（金）です。お一人様250円！

タオルなし  通常1,050円を950円
タオルセット  通常1,150円を1,050円
平日はさらに、名水「白神山水」500ml 1本プレゼント！

2/29まで

同期会・町内会 各種宴会ご予約承り中！
たら鍋・きりたんぽ鍋・寄せ鍋ございます。おすすめ


